
【大規模交通事故発生時の被害者支援業務について】

○現場

○搬送先病院

・待機室の確保、設置

・病院との連絡調整

・医師への協力要請

・受付、待機室への家

族等案内

○検視場所

・遺体安置場所の確保

・待機室の確保、設置

・遺族受付場所の設定

・遺族の案内及び遺族へ

の説明

○司法解剖

・遺族への説明

・待機室の設置

・司法解剖結果の説明

○遺体引渡し

・葬儀会社の手配

・引渡しの付添い

○メディア・スクラム対策

○送迎要望の確認と対応

○宿泊場所の確保、支援

・要望聴取、確保

・送迎

・報道対応

第１次支援

（主に事件発生直後）

第２次支援

（通夜、告別式等）

○遺族要望の把握

・遺族宅における遺体

の受入れ準備

・帰宅した遺体安置に

伴う介添え

○斎場との調整、連絡

○メディア・スクラム対策

（自宅、斎場）

第３次支援

（告別式以降）

○長期入院

・県外被害者家族の滞

在先紹介、要望聴取

・生活支援

○捜査時の付添い

○相談

（法律、経済、生活等）

○メンタルケア

（カウンセリング等）

○県外被害者等帰郷時に

おける広域連携

（上記各種支援業務の引

継ぎ）

・地元地域の相談機関

の案内、あっせん

・県外被害者等の意向

を踏まえ地元行政機

関へ被害者情報を提

供

※ 実施主体について

警察本部、被害者支援団体が中心となり支援を行うが、必要に応じて県（危機管理室、人権男

女・多文化共生課）、市町村、関係機関と連携して実施する。


